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思
い
出
に
残
る

も
て
な
し
を

「
ガ
ン
バ
ッ
亭
」
研
修
会

月なを ・
十ど家 2
九を庭 0
日対 ι。
に象望。
富にけ年
山し入国

国詰若容
で受君5量
居予畠〈子
主十探役
'1 ~二者員

一
日
に
富
山
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。-
二
十
五
日
の
第
一
部
は
、
富
山
駅

北
地
域
一
帯
で
の
「
パ
レ
ー
ド
&
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
」
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
五
チ

ー
ム
、
約
五
百
人
が
参
加
。
寒
さ
を
吹

き
飛
ば
す
、
熱
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
レ
ー
ザ
ー

や
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
な
ど
を
効
果
的
に
活

用
し
た
パ
ノ
ラ
マ
立
体
花
火
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
約
七
百
発
の
花
火
、
か
1
0
0

0
年
代
最
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
り
ま

し
た
。
-
大
晦
日
の
夜
に
行
わ
れ
た
第
二
部

は
、
富
山
城
祉
公
園
で
の
「
2
0
0
0

年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
」
。
参
加
者
全
員
に

よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
後
、
新
年
を

迎
え
る
と
と
も
に
花
火
、
か
打
玄
亡
キ
げ
ら

れ
、
参
加
者
は
乾
杯
し
て
、

2
0
0
0

年
と
い
三
腔
史
的
瞬
間
を
一
緒
に
迎
え

た
喜

e?失
刀
か
ち
合
い
ま
し
た
。

-
今
回
の
「
冬
の
火
祭
リ
」
は
、
普
段

昧
わ
え
な
い
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
追
求

し
た
演
出
で
、
今
ま
で
の
富
山
に
は
な

い
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
を
め

ざ
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
思
い

が
県
内
各
地
に
広
が
り
、
元
気
で
閉
る

い
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
や
つ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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城端町史館「蔵回廊」

県政ミニガイド

約
七
百
名
、か
参
加
し
ま
し
た
。

-
民
泊
は
、
昭
和
三
十
三
年
の
富
山
国

体
に
お
い
て
全
国
で
初
め
て
本
格
的
に

導
入
さ
れ
た
制
度
で
、
今
回
の
国
体
で

も
真
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

聞
研
修
会
で
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た

「
く
ま
も
と
未
来
国
体
」
で
の
民
泊
の
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民泊での思い出を語るKUROBEアクアフ工アリーズの選手

禍いを転じて工業立県の礎に
県営発電事業はじまる

大正9年2月21日(土)

1920 

様
子
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
。
民
泊
を
経
験

し
た
K
U
R
O
B
E
ア
ク
ア
フ
ェ
ア
リ

ー
ズ
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)
の
選
手
や
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
関
係
者
か
ら
、
ヨ
細
か

い
応
援
が
試
合
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
た
」
「
新
婚
旅
行
で
民
泊
家
庭
を
再

度
訪
れ
た
選
手
も
い
る
」
な
ど
の
体
験

談
、
か
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

-
ま
た
、
こ
の
日
は
、
国
体
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
「
あ
い
の
風
吹
く
」
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
た
「
あ
い
の
風
リ
ズ
ム
体
操
」

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
し
、
開
催
気
運
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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十
二
歳
ス
ノ

1
キ
ャ
ン
プ

自
然
の
厳
し
さ
を
学
ん
だ
雪
山
で
の
共
同
生
活

-
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
転
換
点
と
も

い
わ
れ
る
十
二
歳
(
小
学
六
年
生
)
の

子
ど
も
た
ち
が
、
雪
の
里
山
で
野
外
生

活
を
体
験
し
、
自
然
の
厳
し
さ
に
触
れ

な
が
ら
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
よ
う
と
い
う
「
十
一
一
歳
ス
ノ
ー

キ
ャ
ン
プ

-
m
S
A
T
O
Y
A
M
A
」

が
一
月
九
日
、
十
日
の
一
泊
二
日
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-

一
日
目
、
立
山
少
年
自
然
の
家
に
到

着
し
た
参
加
者
は
、
さ
っ
そ
く
雑
木
林

の
中
に
入
り
、
テ
ン
ト
の
設
営
や
か
ま

く
ら
づ
く
り
。
か
ま
く
ら
の
中

で
は
、
夕
食
を
と
っ
た
り
餅
を

焼
い
て
食
べ
た
り
と
、
雪
国
な

ら
で
は
の
生
活
を
体
験
し
ま

し
た
。
-
二
日
目
は
、ま
だ
暗
い
午
前

六
時
に
起
床
。
自
然
観
察
や

炭
焼
が
ま
の
見
学
な
ど
、
里
山

で
古
く
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ

て
き
た
人
間
と
動
植
物
と
の

共
生
を
学
び
ま
し
た
。

-
子
ど
も
た
ち
は
、
今
回
の
体

験
を
通
じ
て
、自
然
の
厳
し
さ

と
大
切
さ
を
感
じ
取
る
と
と

も
に
、
十
二
歳
と
し
て
大
人
へ

と
向
か
う
た
く
ま
し
さ
を
身
に
つ
け
た

よ
う
で
し
た
。

-
ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
一
月
二
十
二

日
と
二
十
三
日
の
両
日
、
利
賀
少
年
自

然
の
家
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
県
で
は
、
こ
れ
庁
ら
も
、
子
ど
も
た

ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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県広報と甘苦 2000.2・1

この日、県が常願寺川水系で水力発電を

行うための計画案が臨時県会で可決、全

国初の県営発電事業が開始されることに

なった。急流河川が多い富山県では、昔

から洪水が多く、県財政は治水事業の重圧

にあえいでいた。県営発電事業は、治水

事業のかたわら水力発電所を建設し、その

電力で工場を誘致するとともに、収益を

治水事業の財源にしようというもので、

「治水JI産業振興JI財政再建」の一石三鳥
を狙ったものであった。県内には、安く

て豊富な電力を求めて工場の立地が進み、

1942 (昭和17)年には工業主字額全国九位

となる。県営発電事業は、水禍を福に転じ、

富山県を電源

王国、そして日

本海側有数の

工業県へと発展

させるうえでった

きな役割を果た

したのである。

本誌は古紙100%0:病生紙を使用しています。
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県
民
の
遊
び
心
に

火
を
つ
け
る
!

2
0
0
X
年
冬
の
火
祭
り

回
と
か
く
「
暗
い
」
「
閉
鎖
的
」
と
い
わ
れ

る
県
民
性
を
打
ち
破
り
、
県
民
の
遊
び

心
に
火
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
し
た

「2
0
0
X
年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
ひ
と
つ
、
「
2
0
0
X
年
冬
の

火
祭
リ
」
が
十
二
月
二
十
五
日
と
三
十
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3月

瀬
戸
内
海
ヘ

ひ
と
つ
飛
び

富
山
|
広
島
西
便

富
山
か
ら
中
園
地
方
へ
の
初
め
て
の

航
空
路
線
と
な
る
富
山
上
中
島
西
便

が
、
三
同
一
日
か
ら
運
航
を
開
始
し

ま
す
。
(
五
月
三
十
一
日
ま
で
季
節
運

航
)
悶
広
島
西
飛
行
場
は
、
広
島
市
の
中
心

部
ま
で
車
で
約
一
一
十
分
。
山
陰
、
四
園

地
方
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
て
お
り
、

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
便
利
で
す
。

聞
広
島
の
観
光
名
所
と
い
え
ば
、
日
本

三
景
の
ひ
と
つ
「
富
島
」
。
ま
た
、
世
界

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
「
原
爆
ド
ー
ム
」

の
あ
る
平
和
記
念
公
園
も
有
名
で
す
。

グ
ル
メ
派
の
方
な
ら
、
広
島
湾
の
力
キ

や
瀬
戸
内
海
で
と
れ
る
新
鮮
な
魚
介

類
、
そ
し
て
、
広
島
名
物
お
好
み
焼
き

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

ワ
さ
あ
、
あ
な
た
も
水
と
緑
が
美
し
い

国
際
平
和
都
市
「
広
島
」
へ
足
を
運
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
同
路
線
で
は
、
就
航

記
念
と
し
て
往
復
料
金
が
二
十
%
割

引
と
な
り
、
大
変
利
用
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

県営発電事業で最初に建設された
中地山発電所冬の夜空を華やかに彩った花火 (上)

思い思いのパフォーマンスを披露 (左)

原爆ドームと平和記念公園

E富山一広島西便の概要
運航会社/中日本エアラインサービス制

運行便数/1日1往復

運航ダイヤ(3月1日:--5月31日)
富山発10:30→広島西着12・10
広島西発15:15→富山着16・45

運賃/大人片道 21，000円

(往復割引料金 33，600円)

予約先/薗 0120-029-222
(全日空予約センター)

2田 県広報と世ま 2000.2
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